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内容

 2022年後半に厚労省ABに提出された見通しを振り返る

 厚労省専門家会議・ABに提出された見通しに関するレポート
 （2021年7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_Slides_20210705.pdf

 （2021年12月23日）2021年後半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_ABOutlook2021_20211223.pdf

 （2022年8月24日）2022年前半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-28/

 （2023年2月17日）2020年の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-53/

 （2023年2月17日）2020年の専門家会議の見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-54/ 2



重要ポイント

 2022年後半には大都市圏における中期の感染者数予測が停止

 コロナの全数把握停止に伴うHER-SYSでのデータ不十分化が原因

 資料3-3（22年10月5日から10月20日、11月30日から12月28日）

 新規陽性者数・重症者数・入院患者数の見通しは特に改善されず

 資料3-2の短期感染予測は継続

 第7波では中期感染予測が4回提示。第8波時は1回。

 資料3-3（22年7月27日〜8月18日）：東京都におけるBA.5のRt・感染者数を提示（第7波）

 資料3-3（22年10月26日）：ワクチン接種シナリオ別の流行予測（第8波）

 重症患者数・入院患者数・死者数の見通しは2022年前半までと比べてさらに限定的。

 資料3-9（7月13日）：第7波における病床見通し、重症化率・致死率・入院率の見通し

 資料3-10（同上）：新規変異株による陽性者数および死亡者数のプロジェクション

 資料3-3（22年10月26日）：ワクチン接種シナリオ別の流行予測【再掲】 3



重要ポイント

 インフルエンザ流行と合わせたリスク評価を提示

 22年10月5日の資料3-9ではコロナやインフルエンザに対して定性的な流行シナリオを提示

 「新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの流行に関する短期的な見通しと暫定的リスク評価」

 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000997766.pdf

 新規陽性者数・重症者数・入院患者数以外の見通しはこれまでと同様

 Omicron派生株の伝播性資料3-3）

 22年7月21日：東京都におけるOmicron派生株の伝播性を予測

 22年9月21日：米国を参考にOmicron派生株の伝播性を予想

 22年10月12日：海外の研究を参考に伝播性の進化の方向について意見

 ワクチン接種率

 22年10月5日から3回目接種・4回目接種、12月14日から5回目接種が追加（資料3-3）

 免疫保持者割合

 毎回提示
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背景

 「（7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し」の「おわりに」から引用
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https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_Slides_20210705.pdf



参考資料

 超短期・短期プロジェクション

 中期・長期プロジェクション
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超短期・短期プロジェクション
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8https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000992303.pdf

AB3-2

 2022年1月6日からスタートした超短期新規症例数プロジェクションは現在まで継続

 北海道・東京・大阪・沖縄以外に、9月21日から全国も追加
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AB3-3
 2021年3月16日からスタートした短期感染プロジェクションは8月24日、10月5日〜10月26日、11月30日以降で中断

 2023年1月17日から手法を変えて再開

 7月27日にスタートしたBA.5に限定してのRt時系列傾向分析・新規感染者数は8月18日まで継続

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000970027.pdf



中期・長期プロジェクション
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AB3-2
 2022年3月9日にスタートした中期検出割合（3月9日以降：BA.2、6月23日以降：BA.2, BA.5）は9月7日で終了

 11月9日からBQ.1を含めた各株・亜系統検出割合のリアルタイム推定に変化

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001010889.pdf
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AB3-3
 2021年11月25日からスタートした免疫保持者割合は2022年後半も年末を除いて継続

 ワクチン接種率プロジェクションは10月9日から3回目・4回目、12月14日から3回目〜5回目で詳細化

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000997751.pdf
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AB3-3
 オミクロン派生株の伝播性プロジェクションは7月21日と9月21日の2回

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000967347.pdf https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000967347.pdf
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AB3-3
 7月13日に4回目ワクチン接種による人口全体での発病阻止効果・重症化（死亡）予防効果を提示

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000964393.pdf
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AB3-3
 10月26日に第8波における予防接種シナリオを提示

 実行再生産数3種類に対して接種率の高さと速さから5つずつシナリオを検討

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001005781.pdf
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AB3-9
 7月13日に東京都における病床見通しのシナリオ分析

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000964718.pdf
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AB3-10
 7月13日に東京都での陽性者数・死者数・重症者数についての見通し

 感染力・免疫回避について２つ、ワクチン接種について３つのシナリオを用意してシミュレーション

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000997766.pdf
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 過去・現在の政策分析と研究

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/

 https://covid19-icu-tool.herokuapp.com/

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
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